
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ８６ 号 

２０２４年１月２０日 

編集兼発行人 

谷口 正俊 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 

１ 

新年を迎えて 今年は、紛争や社会課題の解決に向けて明るさがみ
える年となることを強く願っています。最後に会員の
皆さま並びにご家族のご健勝とご発展をお祈り申し
上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 

     支部長   田中 幸二 
明けましておめでとうございます。

明るい新春をお迎えのこととお慶び申
し上げます。 

昨年はコロナの扱いも５類になり、
ようやくコロナのトンネルから抜け出

つつありますが、まだ不自由さも残るなかで同好会を
はじめ、各種の活動を積極的に推進していただきまし
たことに深く感謝申し上げます。今年も引き続き活発
な活動をお願いいたします。 
ウクライナ侵攻も長期化し、さらにガザ地区の紛争

も加わり、悲惨な事態が広がっていますし、昨年の夏
の暑さを含め、地球温暖化も深刻さを増しています。
また、日本の国際競争力はスイスのビジネススクール
である IMD が毎年発表しているランキングでは 64 ヵ
国中 35位に落ち込み低迷しています。 
このように社会課題がますます深刻化・長期化し、

一方ではデジタル化など大きな社会変革が起きてい
る中で、次世代を担う若者達が自ら活路をみいだして
いけるようにしていかねばなりません。教育面で日本
の教育も変わりつつありますが、従来の教育は主に知
識偏重の正解のある教育でしたが、上述のような状況
では正解がない課題にチャレンジできる教育が必要
となります。このような教育は教育界だけにお任せす
るのではなく、学業より幅広い社会経験がある我々も
含めて社会全体で支援していく必要があります。混迷
する世の中で次世代の若者がしっかり役割を果たし、
また個人と社会のウェルビーイングを実現できるよ
うなバトンを渡せるように支援していきたいと思い
ます。 

茨城支部からのお知らせ 

① 第 73 期第１回日立社友クラブ理事会報告 
・会員候補者から 70 名が入会を承認され、本部会員
総数は 7,136 名となった。 

② 2023 年 12 月茨城支部役員会報告 
・支部入会申込者 1名の入会が承認された。 
・支部会員数は 904名(2023年 12 月時点、前年比-46
名)となった。 

 
茨城支部総会のご案内 

2024 年度第 122 回茨城支部総会の開催を以下に予
定しています。 
・期日：2024 年５月 24 日(金)11:00～13:30 
 総会 11:00～12:00 懇親会 12:00～13:30 
・会場：ホテル天地閣 
 詳細内容は後報します。 

｢理科室のおじさん｣急募 
日立理科クラブからのお願いです。 
週２日間ほど、日立市内の小学校へ出向いて、理科

授業の先生のお手伝い(準備・整備・後片付け)をして
いただける方を募集しています。｢子ども好き・科学
好き・モノづくり好き｣な方、是非お願いします。 

 連絡先：日立理科クラブ 担当：畑山･河野 
            TEL･FAX:0294-24-3104 

E-Mail: hsc-rikakurabu@net1.jway.ne.jp 

川尻海岸の初日の出 
撮 影 者：大津 博昌 
撮 影 日：令和５年１月１日 
撮影場所：日立市川尻海岸 
撮影余話： 

茨城県北部の海岸線は松が多く、
起伏にとんでおり、初日の出の撮影
に適した場所が多い。松は｢吉祥の
象徴｣とされ、このおめでたい松と
初日の出を一緒に見られることは
｢不老長寿｣にも通ずると言われま
す。  
撮影場所は十王川と川尻海岸が

交わる場所が好ポイントである。 
 

http://shayuu-iba.la.coocan.jp/
http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員投稿 (第８６回 ) 

｢ペンを持ってスケッチの旅へ｣自費出版 
スケッチは人生を豊かにしてくれる     岡村 参次 

建
物
は
ペ
ン
の
線
を
活
か
せ
る 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
の
町
や
村
に
行
っ

て
も
シ
ン
ボ
ル
の
教
会
や
塔
、
家
並
み
、
し

ゃ
れ
た
カ
フ
ェ
、
路
地
裏
な
ど
ほ
と
ん
ど

が
石
造
り
の
世
界
で
ど
こ
を
切
り
取
っ
て

適
な
モ
チ
ー
フ
で
す
。 

建
物
に
は
往
々
に
し
て
葦
ペ
ン
を
使
い

ま
す
。
イ
ン
ク
を
つ
け
な
が
ら
の
線
描
は

溜
ま
り
や
滲
み
、
微
妙
な
細
い
曲
線
な
ど

で
勢
い
が
出
て
石
造
り
の
表
現
が
う
ま
く

出
せ
ま
す
。
時
間
が
あ
り
細
か
い
描
写
の

時
な
ど
は
、
ペ
ン
先
が
55
度
曲
が
っ
て
い

る
特
殊
な
万
年
筆
が
よ
く
、
使
い
慣
れ
て

く
る
と
ペ
ン
先
の
角
度
で
変
化
の
あ
る
線

が
面
白
く
引
け
愛
用
し
て
い
ま
す
。 

彩
色
は
遊
び
心
で 

 

色
は
現
物
と
同
じ
色
に
し
よ
う
と
す
る

と
重
ね
塗
り
で
色
が
濁
っ
て
失
敗
す
る
こ

と
が
あ
る
の
で
似
通
っ
た
色
で
調
和
を
考

え
ま
す
。
ス
ケ
ッ
チ
は
現
場
主
義
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
が
、
時
間
や
天
候
で
彩
色

を
残
し
て
仕
上
げ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
ホ

テ
ル
に
戻
っ
て
色
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
う

ち
に
思
い
出
し
な
が
ら
遊
び
心
で
の
彩
色

も
楽
し
い
も
の
で
す
。 

人
物
ス
ケ
ッ
チ
も
ま
た
楽
し
い 

海
外
の
旅
で
は
姿
か
た
ち
や
顔
の
特
徴

な
ど
自
分
の
国
の
人
と
は
違
っ
て
い
る
の

で
描
き
た
く
な
り
、
い
つ
も
片
手
に
Ｓ
Ｍ サンジェルマン・デ・フレ教会 

も
絵
に
な
り
ま

す
。
立
派
な
尖

塔
を
見
せ
る
華

麗
な
ゴ
シ
ッ
ク

様
式
や
巨
石
を

積
み
上
げ
た
ロ

マ
ネ
ス
ク
様
式

の
重
厚
さ
な
ど

全
て
が
ま
さ
に

線
を
活
か
せ
る

ペ
ン
描
き
の
最

多
く
な
っ
た
の
で
、
溜
ま
っ
て
い
た
海
外

で
の
た
く
さ
ん
の
ス
ケ
ッ
チ
を
整
理
し
て

い
た
ら
、
そ
の
一
枚
一
枚
に
当
時
の
情
景

や
雰
囲
気
が
鮮
明
に
蘇
っ
て
き
た
。
こ
の

大
切
な
記
憶
を
絵
と
文
と
合
わ
せ
て
画
集

と
し
て
残
し
て
お
こ
う
と
思
い
立
っ
て
編

集
を
始
め
、
２
０
２
３
年
３
月｢

ペ
ン
を
も

っ
て
ス
ケ
ッ
チ
の
旅
へ｣
と
題
し
て
自
費

出
版
し
ま
し
た
。 

感
動
を
ペ
ン
の
線
で 

海
外
で
の
ス
ケ
ッ
チ
は
天
候
や
時
間
、

体
調
な
ど
に
左
右
さ
れ
が
ち
で
、
色
の
濃

淡
で
表
現
す
る
本
来
の
水
彩
画
よ
り
ペ
ン

の
線
を
活
か
し
た
方
が
早
く
描
け
る
の
で

ペ
ン
を
使
い
ま
す
。｢

あ
あ
、
い
い
な
！｣

と

感
動
し
た
風
景
に
出
逢
っ
た
ら
す
ぐ
座
り

ペ
ン
の
線
は
消
せ
ま
せ
ん
。
た
め
ら
っ

て
い
た
ら
先
に
進
め
ま
せ
ん
。｢

写
実
的
に

上
手
く
描
こ
う
と
せ
ず｣

｢

失
敗
を
恐
れ

ず｣

感
動
し
た
気
持
ち
で
ペ
ン
を
走
ら
せ

ま
す
。
線
が
正
確
で
な
く
多
少
間
違
っ
た

り
し
て
も
重
ね
線
で
修
正
す
れ
ば
良
く
、

た
く
さ
ん
描
い
て
い
る
と
時
に
は
思
わ
ぬ

描
写
が
出
た
り
し
て
次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

湧
い
て
来
ま
す
。 

込
ん
で
よ
く

観
察
し
構
図

を
決
め
輪
郭

の
ア
タ
リ
を

取
り
、
何
種
類

か
の
ペ
ン
の

う
ち
モ
チ
ー

フ
に
合
い
そ

う
な
ペ
ン
を

選
び
ま
す
。 

海
外
ス
ケ
ッ
チ 

あ
れ
こ
れ 

こ
こ
３
年
間
コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
様
式
が

一
変
し
在
宅
時
間
が使用したペンの種類 

サ
イ
ズ
の
ス
ケ
ッ
チ
ノ
ー
ト
を
持
ち
歩
き

ま
す
。
公
園
の
ベ
ン
チ
、
カ
フ
ェ
、
空
港
ロ

ビ
ー
、
車
中
な
ど
チ
ャ
ン
ス
は
い
く
ら
で

も
あ
り
、
な
る
べ
く
動
か
な
い
人
物
で
い

い
自
然
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
探
し
て
い
る

と
思
わ
ぬ
場
面
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 パ

リ
な
ど
で
は
道
に
は
み
出
た
カ
フ
エ

テ
ラ
ス
が
至
る
所
に
あ
り
、
様
々
な
人
が

寛
い
で
い
る
と
こ
ろ
を
描
い
て
い
る
と
気

が
つ
い
た
お
客
が
に
っ
こ
り
笑
っ
て
手
を

ふ
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
近
く
の
人
を

描
く
時
は
一

言
ご
挨
拶
が

肝

心

で

す

が
、
概
し
て

外
国
の
人
は

大
ま
か
で
愛

想
が
良
く
な

か
に
は
ポ
ー

ズ
を
作
っ
て

く
れ
る
人
が

い
て
ス
ケ
ッ

チ
が
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
り
ま
す
。 

 

人
物
ス
ケ
ッ
チ
は
早
描
き
が
基
本
で
ペ

ン
先
が
柔
軟
な
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
を
使
い
ま

す
。
似
て
い
る
似
て
い
な
い
な
ど
気
に
せ

ず
特
徴
を
捉
え
て
思
い
切
っ
て
い
く
と
思

わ
ぬ
結
果
が
出
て
相
手
に
喜
ば
れ
た
時
ほ

ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

長
年
人
物
ス
ケ
ッ
チ
の
デ
ッ
サ
ン
を
続
け

て
来
た
お
陰
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ス
ケ
ッ
チ
で
小
さ
な
国
際
交
流 

 
雨
の
中
パ
リ
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
街
角

で
白
髪
の
品
の
い
い
マ
ダ
ム
が
手
振
り
で

｢

ス
ケ
ッ
チ
を
止
め
て
つ
い
て
来
な
さ
い｣

と
案
内
さ
れ
た
所
が
か
つ
て
の
藤
田
嗣
治

の
ア
ト
リ
エ
だ
っ
た
。
絵
の
好
き
な
日
本

人
と
知
っ
て
親
切
に
教
え
て
く
れ
た
の
で

何
度
も｢

メ
ル
シ
ー｣
と
言
っ
て
握
手
し フランスのカフェで人物スケッチ 

２ 

た
。 北

イ
タ
リ
ア
の
ベ
ル
ガ
モ
の
宮
殿
広
場

で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
た
ら
幼
稚
園
帰
り

の
ち
び
っ
子
達
に
囲
ま
れ
、
あ
ど
け
な
い

顔
に
魅
せ
ら
れ
て
似
顔
絵
を
描
い
た
。
付

き
添
い
の
親
た
ち
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
い
な
が

ら
待
っ
て
い
る
。
一
人
の
お
父
さ
ん
が｢

俺

も
絵
を
描
く
の
だ
が
似
て
い
る
ね｣

と
褒

め
て
く
れ
、
お
互
い
下
手
な
英
語
の
会
話

が
弾
ん
で
旧
知
の
仲
に
な
っ
た
。
ベ
ニ
ス

の
リ
ア
ル
ト
橋
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
た
ら

そ
ば
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
エ
フ
が
何
度
も

見
に
来
て
何
か
言
う
の
で
こ
の
絵
が
欲
し

い
の
か
と
聞
く
と
飛
び
上
が
っ
て
大
喜

び
。
終
わ
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
か
ら
切

り
取
っ
て
渡
し
た
時
は
爽
快
な
気
分
だ
っ

た
。 

ペ
ン
を
も
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
の
旅
へ 

 

数
回
に
わ
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
ケ
ッ

チ
の
旅
の
中
か
ら
フ
ラ
ン
ス
と
北
イ
タ
リ

ア
各
地
で
の
ス
ケ
ッ
チ
を
２
年
が
か
り
で

出
版
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
の
お
陰
で
思

わ
ぬ
こ
と
を
経
験
し
、
新
し
い
発
見
が
あ

り
、
人
と
の
輪
が
広
が
り
、
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
た
く
さ
ん
の

絵
の
仲
間
か
ら
貴
重
な
読
書
感
を
い
た
だ

き
学
ぶ
こ
と
多
く
ま
た
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
卒
寿
な
ど
気
に
せ
ず
こ
れ
か
ら
も｢

た

く
さ
ん
描
く
こ
と
が
学
ぶ
こ
と｣

と
ス
ケ

ッ
チ
人

生
を
楽

し
ん
で

い
こ
う

と
思
う

こ
の
頃

で
す
。 

自費出版した本 

岡
村
参
次
氏 

連
絡
先 

〒317
-007

7 

日
立
市
城
南
町5-

10-9 

電
話:

0294
-23-

2508 

メ
ー
ル:sa

nji.
okam

ura@
gmai

l.co
m
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員のたより  

同好会行事に参加して 

３ 

リレー随筆（８６） 

60 代の大学生活 
                   岡本 寬 

い。女はひたすら待つだけである。そのよ
うな関係が物語の興味の対象となってい
る｣である。 
４．スクーリング 

面接授業への出席。学生の冬休み、夏休
み、春休み期間中、金～日の３日間、面接
授業を実施する。最終日にテストがある。
上野誠国文学科教授による神話伝承論、史

私は、定年退職後、奈良大学通信教育
部文化財歴史学科の３年次に平成 22年
(2010 年)に編入学し、平成 26 年に卒業
した。60 歳代の大学生活を紹介する。 
１．大学生活開始 

卒業に必要な単位は、３年次編入で、
学演習にて、転害門、北山十八
問戸、奈良坂などの探索研究を
行った。文化財修復学において
東大寺の大仏の螺髪(1/2)を略
式乾漆技法にて作成した。奈良
文化論のなかで奈良公園文学
散歩という講義があった。興福
寺、猿沢池、奈良国立博物館、
森鴎外の門、東大寺、東大寺ミ
ュージアム、西塔院跡、戒壇院、
講堂跡、正倉院、二月堂(お水
取りの準備)、三月堂を巡りな
がらの文学研究をおこなった。 
５．卒業論文 
 文化財、文化遺産としての

作成した 
螺髪 

64 単位中、スクーリングで 30 単位、単位取得試験が
34 単位(内、卒業論文が４単位なので実質 30 単位)を
取得することになる。通常１科目２単位なので、それ
ぞれ 15科目ずつ単位を取得することになる。 
２．単位取得方法 
２種類ある。1つは課題レポートを提出し、合格後、

単位取得試験を受験する。それに合格すると単位を取
得できる。２つ目は、面接授業といわれるスクーリン
グに出席、最終日に試験があり、それに合格すると単
位を取得できる。 
３．単位取得試験 
科目ごとに 10 問の単位取得試験問題が開示されて

いる。例えば｢平安文学論｣の９問目は、｢物語の女主人
公は嫡妻ではなく妾である場合が多いが、何故、具体
的に例証をあげながら説明せよ｣という問題。 
受験する場合、持ち込み不可なので、解答を考えて

暗記する必要がある。上記の問題で作成した解答(一
部)は、｢物語や女流日記を一見すると、平安時代の結
婚形態が、妻問婚(つまどいこん)すなわち男が女の家
に通う形態が通常であるかのように見えるのは、恋の
物語の相手である女性が嫡妻ではないからである。同
居しない妾や愛人の所には、男が出かけていくほかな

森鴎外の門 

お水取りの準備 

｢日立風流物｣の意義、価値、位置についての研究内容
を報告した。卒業論文の題目は、ユネスコ無形文化遺
産｢日立風流物についての一考察｣である。その参考文
献は、『日立風流物 歴史と記録』『茨城県資料 近世政
治編』『近世資料 加藤寛斎随筆』『水戸歳時記(立原翆
軒著)』、等である。 

奈良大学に入学したことで奈良に 15 回も旅行感覚
で行くことができ、楽しい学生生活を送ることができ
ました。 

「デジカメクラブ」     古林 克己 

た 2019 年に 65歳で退職し、2021 年にデジ
カメクラブに参加させて頂きました。現役
時代から、写真に興味があり、何事も道具
から揃える主義の私は、高価な(?)カメラ

とレンズを買い揃え、風景を主体に撮影していました。
我が家の辛口評論家からは、｢構図がありきたりだ、色
がイマイチ、ピントが甘い｣等々の厳しいコメントを貰
いながらも、｢カメラが悪いのかも｣などと言い訳しな
がら、大量生産に励んでいました。 

そんな時、デジカメ同好会の例会・撮影会の案内を
見て、知人を通じて入会希望を伝え、快く入会を認め
て頂きました。例会での発表、展示会への出展も当初
は躊躇していましたが、代表の溝口さんに後押しされ、
人並みに発表するようになりました。例会での皆さん
の発表作品は参考にしたい撮り方も多く、また溝口さ
んの講習では、風景撮影の心得・チェックポイントな
るものを教えて頂き、｢よし、これで俺の写真も良くな
るぞ｣と意気込んではみたものの、いざカメラを構える
と、そんな教えはどこかへ吹っ飛んでしまい、帰宅後
パソコンで確認すると、相変わらずの駄作の量産とな
ってしまっています。写真とは、なんと奥深いものか
と、半ば感慨、半ば諦めの境地に至っていますが、他人
の評価はさておいて、自分自身で良いと思える写真が
撮れるように、撮り続けていきたいと思っています。 

「囲碁の会」         鈴木 洋明 
 退職を機に囲碁を再開した。下がってい
た棋力を鍛えなおすのに利用したのはコン
ピュータ囲碁プログラムである。人工知能
(AI)を活用した囲碁プログラム AlphaGo が

韓国のトッププロに圧勝してから早くも７年が過ぎ、
今ではプロ棋士より３子(段位で３段)強い囲碁プログ
ラムが登場している。囲碁プログラムを利用して対局
すれば、対局後に良かった手と悪かった手を示してく
れる。悪かった手に代わってどこに打つべきであった
かを勝率と共に示す機能もある。まさに AI 先生であ
る。コンピュータ囲碁プログラムの登場以来、序盤の
布石、部分的な定石にも大きな変化が生じている。プ
ロの打碁において、従来打たれることの無かった手法
が今では主流となっていたり、かつての人気布石が最
近ではまったく打たれなくなったりしている。まった
く別のゲームかと思うほどの変わりようであり、囲碁
を再開した身としては、新しい発見が多々あって新鮮
である。 
 現在は、大みか拠点の囲碁の会に月２回ほど参加し
ている。棋力は点数制で管理されており、勝つと１点
上がり、負けると１点下がる。今のところ、棋力は徐々
に向上しているようである。AI先生の助けも借りなが
ら、棋力の向上に努めていきたいと思う。囲碁を休止
している方も、この機会に再開し、囲碁 AIの登場以降、
劇的な変貌を遂げている最新の囲碁に触れてみてはい
かがでしょうか。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
2 月 3 月 4 月 

野鳥･自然 
観察グループ 

石川 皓  0294-53-7064 
aishikajp@ybb.ne.jp  
 

12(月)   涸沼 
  9:00～ 
12:00 

参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 11(月)  高戸海岸 
  9:00～ 
12:00 

  22(月) 
  奥久慈 
  憩の森 

  9:00～ 
 12:00 

囲 碁 の 会 

真鳥岩男  0294-74-5285 
sp8k8z59@lake.ocn.ne.jp 

12(月) 
23(金) 
26(月) 

11(月)   
大会

22(金) 
25(月) 

 8(月) 
24(水) 
26(金) 

大みか拠点 
9:30～ 
16:00 

参加費：\100/回 
大会：\1000 
 (昼食費含む) 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@nifty.com 

15(木) 21(木) 
18(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

 9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
並木慎一郎 029-283-1476 
s-namiki@themis.ocn.ne.jp 

26(月) 25(月) 29(月) 
らぽーる 
ひたち 

 9:45～ 参加費：\1700/回 

卓球クラブ 
村上勝雄  0294-24-2430 
mkattyan@net1.jway.ne.jp 

7,14, 
21(水) 

6,13 
20(水) 

3,10, 
17(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

溝口忠憲  029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 

5(月) 4(月) 2(火) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

写真五七五 
細江 徹  0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

2(金) 1(金) 5(金) 大みか拠点 
  9:30～ 
 13:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

勝田パソコン 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

27(火) 26(火) 23(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\500/回 

 注）・旅行会(連絡先；溝口忠憲)は開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  

訃 報 誠に残念ですが、苦楽を共にした次の 
方がお亡くなりになりました。 
笹間 純也 令和 5年 01月 09 日 満 92歳 
和世 啓三 令和 5年 07月 26 日 満 87歳 
北上 健三 令和 5年 08月 15 日 満 83歳 
嶋崎 恒雄 令和 5年 08月 22 日 満 83歳 
森  俊郎 令和 5年 10月 12 日 満 84歳 

  笠木 博幸 令和 5年 10月 21 日 満 87歳 
  返田 武雄 令和 5年 11月 16 日 満 85歳 

高島 義衛 令和 6年 01月 02 日 満 86歳 
黒田 勝三 令和 6年 01月 02 日 満 85歳 

 

編集後記 岡村さんの｢ペンを持ってスケッチの旅
へ｣、皆様もぜひご一読を！絵の構図、種々のペンによ
る線の出し方、濃淡の色付け、岡村画伯独特の魅力あ
る絵がいっぱい。絵に合わせた文も話題が豊富で大い
に楽しめます。 
岡本さんの｢60 代の大学生活｣、日本の文化財の宝庫

奈良、京都、中でもやはり原点は奈良ですよね。日本の
歴史を作ってきた数多くのお寺や仏像巡りが有意義で
したね。今回はさらに奈良の歴史研究に踏み込んだこ
と、楽しい思い出ですね。      谷口 正俊 

４ 

同好会の行事ご案内（ 2月～4月） 

３. 定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします） 
 

２.第 96回歩こう会【東海、阿漕ヶ浦の桜めぐり】 
東海駅東口を出発して東海南中学校、東海高校の脇

の桜を散策し、その後田んぼ道を歩き、約 200本の桜
が咲く阿漕ヶ浦を散策します。 
・開 催 日：４月５日(金) 雨天４月 12日(金) 
・集  合：東海駅東口 午前 10時 
・コ ー ス：東海駅発→東海村総合福祉センター(絆) 
  →阿漕ヶ浦公園(昼食)→東海駅着(距離 6.9km) 
・持 参 品：弁当、飲物、雨具、マスクなど 
・申込締切：３月 29日(金) ・会費：会員 200円 
・申 込 先：小野瀬 秀夫 
 Tel/Fax ：029-282-4124 

 E-mail  ：h1941.0830.onose@tenor.ocn.ne.jp 

第 100回記念歩こう会の予告 
令和７年４月４日 「水戸八景めぐり」 

  徳川斉昭が選定した水戸八景をバスも利用して  
すべて巡ります。ご期待ください。 

１.第 88回研修会 
【東京王子 渋沢資料館と国立印刷局の見学】 
渋沢栄一が晩年過ごした飛鳥山公園内にある｢渋沢

資料館｣、同氏が設立した製紙会社(後の王子製紙)に関
する｢紙の博物館｣、一万円札などを印刷している国立
印刷局東京工場を見学します。 
・開 催 日：令和６年３月 14日(木) 
・集  合：大みか駅前(旧常陽銀行前)  7：00 
      日立南ドライブイン     7：15 
・帰  着：大みか駅前   18：00頃の予定     
・会  費：10,000円の予定(バス、昼食代、他) 
・募集人数：25名(20 名以上の参加で実施)   
・申込締切：１月 31日(水) 
・申 込 先：石田 和夫 
Tel/Fax    :0294-34-0209 携帯 080-5087-2555  

  E-mail   :ishida.kazuo@nifty.com 
 


